
様式 4

熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施 しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 潔ο良と一r々全

研究課題名 長下肢装具を作成した脳卒中患者における入院時評価を用いた短下肢装具移行に関する因子に

フいて!

当院の研究責任者 所属 :リ ハビリテーション部 職名 :理学療法士 氏名 :西野 剛史

他の研究機関及び各施設の

研究責任者

本研究の目的

回復朗り∧ビリテーションにおける装具処方は、患者の歩行機能や自立度の変化に応して段階的に判断される。先行研究では、装具処方のキ」断に必要な指

標や長下肢装具の計練期濁、長T月貢装具から短下肢装具への移行日数に関する報告は存在し、表具移行のブロセスについて―定の知見が言積されている。

しかし、入浣時の身体機能評価から退浣時に必要となる装具種堰を予測する研究は乏しく、装具選定を客観的に支援できる指標は確立されていない。そこ

で本研究では、当院で運用している「脳卒中な者予後予漂〕ンートJに用いられる入浣時の評f釣項目に基づき、長下肢装具を作成した脳卒中患者が退十ぇ時に

短下液表具移行の可否に関連する因子について調査することを目的とする。これにより、治療ゴールの明確化、表具処方の合理化を図り、新人教育や臨床

現場における客観的な判断指標の提供を目指す。

調査データ概要期間 2016 年  1月 2025年 3月 予定

研究の方法

○対象となる患者様
研究デザイン :後方視的観察研究

対象期間 :2016年 二月から2025年 3月 に当院に入浣 した脳卒中患者のうち、長下肢装具を作成且つ脳卒中患者予後予測シー トの記載があつた患者。

際外基準 :長下歳装具来作成 データ欠損

解析方法 :

二項 ロジステイ /ク 回帰分析を使用 (変数尤度比増加法によるステ ンブワイズ法 )

アウ トカム :対 ■、者が入浣中に短下肢装具に移行できたか否か (終 了日は、データ内の長下肢装具での計練終了日)

独立変数 :入浣時変数23項目

O利用する情報/項 目
人 完崎 。キIEl(説明久数 ,

0年齢②性別⑤発症から入院までの日数④診断名⑥治療⑤既往歴合併症①機能的自立度評価法運動項目合計

e機能的自立度評価法認知IEl目合計③入浣時歩行レベルイ10ノ病前歩行レベルO麻療の[。こ復程度 (下歳)0意識障害

Cリ ハビリ意欲e高齢者日常生活自立度⑤認知症高齢者生活自立度0高次脳機能炉害0半倒空間無視

C.矢語症9囁下障害①言語療法目的0経済状況②家族協力④家族構成④体重④体格指数④握カ

退涜時評価 (目的変数)

リハで再下詩第旦停魚 VSリ ハで婦下歳華具使用または装具不要 (リ ハ中に長下月東装具を使用 しなくな

個人情報の取 り扱い

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法

利益相反 本研究に関連 し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本 リハビリテーション病院

096-2323111(代表) 担当者

理学療法士

西野 剛史

備考
研究に同意 しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱い

を受けることはあ りません。


